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花
吹
雪
水
に
流
さ
れ
旅
立
ち
ぬ
私
も
お
な
じ
遠
く
へ

行
き
た
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
藤
タ
カ
子

二
十
日
ぶ
り
恵
み
の
雨
の
有
難
さ
野
菜
の
姿
し
ゃ
ん

と
な
り
た
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
松
　
貞
子

耕
せ
し
土
を
あ
さ
り
て
虫
拾
う
二
羽
の
せ
き
れ
い
吾

に
ま
つ
わ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
　
靜
恵

こ
れ
以
上
生
か
さ
な
い
で
と
言
う
母
の
動
か
ぬ
手
足

た
だ
さ
す
り
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
大
庭
　
良
子

さ
わ
や
か
な
風
を
受
け
つ
つ
草
引
く
に
吾
の
手
に
散

る
ど
う
だ
ん
の
花
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
敏
子

漸
く
に
蛍
の
光
見
つ
け
た
り
夕
闇
迫
る
流
れ
の
ほ
と

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
島
　
三
郎

梅
雨
入
り
の
漸
く
今
朝
は
晴
れ
渡
り
木
々
の
緑
葉
眩

し
く
光
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
子
う
こ
ん

連
休
に
皆
出
で
て
留
守
居
す
る
吾
に
色
と
り
ど
り
の

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
咲
く
　
　
　
　
　
　
　
高
野
　
　
伝

前
庭
に
咲
き
し
ド
ウ
ダ
ン
ふ
さ
ふ
さ
と
薄
紅
の
花
風

に
揺
れ
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
嶋
　
正
子

山
峡
を
う
ね
う
ね
た
ど
る
バ
ス
旅
行
萌
え
し
若
葉
の

ト
ン
ネ
ル
続
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
み
さ
子

評
一
首
目
。
現
実
か
ら
の
逃
避
願
望
は
誰
で
も
持

つ
こ
と
が
あ
ろ
う
。
流
れ
に
散
っ
た
桜
の
花
び
ら
の

よ
う
に
。
二
首
目
。
通
俗
語
「
し
ゃ
ん
」
が
意
外
に

新
鮮
で
全
体
を
引
き
立
て
た
。
作
者
も
し
ゃ
ん
と
な

っ
た
と
思
う
。
三
首
目
。
す
ぐ
そ
ば
ま
で
来
る
が
、

も
ち
ろ
ん
追
っ
た
り
は
し
な
い
。
人
と
小
鳥
の
無
言

の
交
流
。

ス
リ
ッ
パ
も
涼
し
き
も
の
に
替
へ
に
け
り

山
家
　
弘
子

朝
靄も
や

の
ま
だ
乳
色
や
閑
古
鳥
　
　
　
　
佐
藤
　
周
子

更
衣
し
て
そ
よ
風
を
纏ま

と

ひ
着
る
　
　
　
日
下
　
　
文

燕
飛
び
庭
一
瞬
の
風
立
ち
ぬ
　
　
　
　
高
橋
　
正
男

す
が
る
も
の
欲
し
長
芋
の
蔓つ

た

泳
ぐ
　
　
川
村
　
靜
恵

虻
去
れ
ば
蝶
も
又
く
る
牡
丹
に
　
　
　
三
浦
　
愛
嶺

松
蝉
や
殉
死
の
塚
の
御
廟
山
　
　
　
　
岩
沢
　
伍
峯

新
緑
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
玉
が
飛
ぶ
　
大
庭
　
良
子

蕗
の
葉
を
丸
め
清
水
を
飲
み
し
日
よ
　
高
子
た
ち
ば
な

こ
こ
ち
よ
く
ほ
ほ
を
な
で
ゆ
く
初
夏
の
風

（
福
岡
中
一
年
）
鈴
木
　
和
博

評
一
句
目
。
や
っ
と
夏
が
来
た
。
ス
リ
ッ
パ
ま
で

も
涼
し
い
色
を
選
ん
で
み
た
。
主
婦
な
ら
で
は
の
心

配
り
を
句
に
。
二
句
目
。
カ
ッ
コ
ウ
が
朝
早
く
か
ら

鳴
く
。
外
は
も
や
が
立
ち
こ
め
て
乳
白
色
の
世
界
。

薄
ぼ
ん
や
り
と
朝
の
景
色
が
幻
の
よ
う
だ
。三
句
目
。

冬
物
か
ら
夏
物
に
替
え
る
こ
と
を
更
衣

こ
ろ
も
が
え

と
い
う
。
着

物
を
替
え
て
外
に
出
る
と
、
そ
よ
風
が
心
地
よ
い
。

さ
わ
や
か
な
風
ま
で
ま
と
い
着
た
感
じ
で
あ
る
。
中

一
鈴
木
君
の
句
も
初
夏
の
風
が
気
持
ち
よ
い
。
俳
句

が
素
直
で
良
い
句
に
な
っ
た
。

梅
雨
ど
き
の
太
陽
の
よ
う
好
き
な
人

平
間
　
大
恵

人
よ
り
も
空
気
を
運
ぶ
過
疎
の
バ
ス

四
竃
　
英
夫

順
風
満
帆
苦
労
梯
子
を
忘
れ
さ
せ

一
條
　
芳
子

回
り
道
私
の
人
生
悔
は
な
し

米
沢
　
礼
子

貸
し
た
金
ま
た
人
情
に
ほ
だ
さ
れ
る

草
野
　
　
清

失
意
の
日
雨
は
優
し
い
友
と
な
る

大
野
　
修
一

こ
の
前
も
同
じ
公
約
し
て
た
っ
け

大
庭
　
良
子

孫
を
抱
き
玄
孫
も
抱
い
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

角
張
　
洋
子

紅
う
す
く
刷
い
て
待
っ
て
る
涙
壷つ

ぼ

北
　
ち
づ
る

初
夏
の
街
若
さ
ふ
り
ま
く
ミ
ニ
闊
歩

か
っ
ぽ

佐
藤
　
武
雄

評
一
句
目
。
評
の
必
要
が
な
い
ほ
ど
好
き
な
人
へ

の
思
い
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
ま
ぶ
し
過
ぎ
て
ア
バ

タ
と
エ
ク
ボ
を
見
間
違
え
る
よ
う
に
。
二
句
目
。
空

気
を
運
ん
で
も
収
入
に
な
ら
ず
、
や
が
て
廃
止
の
運

命
を
た
ど
る
。
`
過
疎
の
バ
ス
廃
止
さ
れ
る
と
乗
り

た
が
り
a
三
・
四
句
目
。
十
七
文
字
で
一
冊
の
自
分

史
を
書
い
た
よ
う
な
も
の
。
終
わ
り
よ
け
れ
ば
す
べ

て
よ
し
、
お
幸
せ
に
。
今
月
号
は
佳
句
が
多
く
、
ま

さ
に
人
間
を
風
刺
し
た
川
柳
で
し
た
。
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奥
羽
盛
衰
見
聞
誌
　
武
藤
家
文
書
１

武
藤
家
の
古
文
書
の
記
録
者
は
、
片

倉
家
家
臣
・
武
藤
家
十
代
の
武
藤
十
郎

右
衛
門
弘
毅
で
あ
る
。

武
藤
家
の
初
代
は
片
倉
小
十
郎
景
綱

に
仕
え
、
大
阪
冬
・
夏
両
陣
で
武
功
を

挙
げ
、
以
来
、
家
中
家
格
一
番
座
を
勤

め
る
。
十
代
・
十
郎
右
衛
門
弘
毅
は
文

化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
三
月
生
ま
れ
、

知
行
壱
貫
九
十
八
文
を
受
け
、
片
倉
家

の
記
録
役
筆
頭
を
勤
め
て
い
る
。
武
藤

家
の
屋
敷
は
、
城
に
近
い
馬
場
丁
（
現

在
は
な
い
）
の
北
側
（
現
白
石
女
子
高

等
学
校
校
庭
西
端
の
北
）
に
あ
っ
た
。

明
治
三
十
八
年
二
月
、
九
十
一
歳
の
長

寿
を
全
う
し
て
、傑
山
寺
に
葬
ら
れ
た
。

生
来
文
学
に
長
じ
、
絵
画
の
才
に
も

優
れ
、
数
々
の
公
式
記
録
や
絵
巻
物
な

ど
を
残
し
て
い
る
。
中
で
も
、
維
新
時

の
東
北
全
域
の
動
乱
・
盛
衰
の
様
相

や
、
片
倉
家
家
臣
た
ち
が
開
拓
の
困
苦

と
戦
い
な
が
ら
、
新
し
い
白
石
村
を
建

設
す
る
姿
を
記
録
し
た
『
奥
羽
盛
衰
見

聞
誌
』
は
貴
重
で
あ
る
。

見
聞
誌
は
前
編
・
後
編
の
二
冊
か
ら

な
り
、縦
十
四
・
二
⁄
、横
十
八
⁄
の
黄

表
紙
・
袋
綴
で
、前
編
は
百
三
十
二
丁
・

後
編
は
八
十
九
丁
の
横
本
で
あ
る
。

前
編
は
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）

徳
川
慶
喜
卿
大
政
返
上
将
軍
辞
職
か
ら

説
き
起
こ
し
、
奥
羽
越
列
藩
同
盟
の
成

立
、
官
軍
へ
の
抗
戦
と
敗
退
な
ど
東
北

全
域
の
盛
衰
を
記
し
、
世
良
修
蔵
暗
殺

の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
「
奥
羽
皆
敵

か
い
て
き

」

な
ど
の
書
簡
で
終
わ
っ
て
い
る
。
後
編

は
、
片
倉
氏
家
臣
団
の
北
海
道
開
拓
の

記
録
や
諸
官
庁
あ
て
の
嘆
願
書
、
白
石

城
売
却
の
理
由
な
ど
が
詳
細
に
記
さ
れ

て
い
る
。

本
書
は
、
一
部
刈
田
郡
誌
に
、
全
文

は
白
石
市
史
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。

（
白
石
市
図
書
館
所
蔵
）

白
石
の
古
文
書
D
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大

鷹
沢少年野球

ク
ラ

ブ

★
　

　　
　　　　

★

112
一人
ひとりの成

長をめざして！

ドンマイ、ドンマイ。毎週日曜日、大
鷹沢小学校のグラウンドには、子供たち
の元気な声が響いています。そんな楽し
い、そしてチームワークを大切にしてい
る大鷹沢少年野球クラブは、結成してか
ら10年がたちました。この10年の間で、
たくさんの卒業生たちは、野球の楽しさ
や奥深さ、そして何よりもスポーツを通
して、あいさつの大切さを学び成長した
ことでしょう。
現在クラブには、大鷹沢小の児童14
名が所属しています。監督、コーチの指
導のもと、クラブ員たちは一試合、一試
合を全力で戦っています。
少しでも野球に興味のある人、ぜひ声
をかけてください。みんな待っています。
入会希望の方は、親の会会長（高橋@

24-5474）まで連絡ください。

６月30日から７月７日まで、姉妹都市ハースト
ビルからグリーンリーブス使節団が来白しました。
今年のグループは男の子３人、女の子５人と引率
者２人でした。白石滞在中、日本を初めて訪れた
子供たちはホストファミリーの家に泊まって、２
日間体験入学をしました。日本の中学校の印象を
聞きました．．．
日本の学校でびっくりしたことがいっぱいあっ

たそうです。例えば、学校で靴を脱ぐこと、生徒
が掃除をすることなどですが、みんなが一番驚い
たことは学校の給食でした！今回の子供たちが通
っているオーストラリアの学校では、みんな弁当
を持って、校庭で友達と一緒に食べるそうです。
だから、みんなが教室で同じものを食べる日本の
給食には驚きでした。しかし、１日はカレーライ
スだったので、喜んでいました！
学校の授業はすべて日本語なので、日本語をあ

まり話せない子供たちにとって、ちょっと大変で
した。それで、みんな英語の授業を楽しみにして、
ぺらぺらの英語でクラスメートのみんなを感動さ

せたそうです！授業がとても長く感じた１人の男
の子は、授業と授業の間に10分の休憩があること
にとても驚きましたが、大喜びでした！
グリーンリーブスというプログラムの目的は、

オーストラリアの子供たちに日本の文化と生活を
伝えることです。白石に来るとお茶会に参加した
り、日本舞踊を見たり、習字に挑戦したりするの
で、その目的が達成できると思います。

せ
い
す
い
け
ん
ぶ
ん
し

▲法被姿でパーティーを楽しむグリーンリーブスの皆さん
（スパッシュランドにて）


